
コ ロケ ー シ ョンに よる類 義 語 の記 述

一 コー パ ス に現 れ た"升 叫01"と"暑 司(近 庭)"一

須賀井 義 教

1.は じめに

1.1.問 題の提起

本稿は,現 代韓国語の"丹 叫゜1"「近く,近 くに」と"暑 剥(近圃"「 近所」を対象 として,コ

ロケーション(coUocation)1)の観点からその違いを記述 しようとするものである。

韓国語に限らず,外 国語の学習において学習者が困難を感 じる点は数多くあろうが,そ のひと

つに類義語の学習が挙げられる。あるふたつの単語に対 し,同 じような訳語があてられている場

合,そ のふたつの単語は同様に使 うことができるのか,あ るいは違いがあるのか,ま たどのよう

な違いがあるのか とい う点について,学 習者 自身は判断することができない。個別の類義語につ

いて,教 材や辞典に記述がある場合は大きな問題 とならないが,そ のような言及がない場 合,学

習者が誤った文,あ るいは不自然な文を作ってしま う可能性がある。

本稿で対象とする"升 冴。1"と"モ 刺"は,ど ちらも日本語で 「近 く」 と訳すことができ,韓

国語の初級教材などにも多く現れる2)が,例 えば生越直樹 ・曹喜撤(2000)に おいては,次 のよう

な文が見られる3):

(1)型 善7}刀}°1司 銀告 月 叫.(新 村 の近 くに あ ります)(p.32,第7課 本 文)

(2)a.こ の 近 く(モヌ1)に書 店 は あ りませ ん か 。(p.62,作 文 練 習)

b.石 相 奇 さ ん の家 は ど こに あ りま す か 。 一ソ ウル の近 くに あ りま す 。(p.62,作 文 練

習)

上の(1)は,第7課 の本文に現れたものであるが,"7}η 回"に 対 し 「近 く」の訳が与えられて

いる。一方(2)は,日 本語を韓国語に翻訳する練習問題である。(2a)で は 「近 く」に該当する韓国

語として"暑 剥"が 示されているのに対 し,(2b)に おいてはそ うではない4)。このような場含,(2b)

に対する学習者の回答として,"刈 音 暑刻司1銀告月叫","刈 苦 井η}°圖 銀告月uγ'のふた通 り
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が出て くる可能性がある。"井η}°1"と"モ 刺"に 全 く違いがなく,ど のような場 合でも言い換え

可能であれば問題にならないが,実 際には"?01升 叫 同゚"の ような表現に対 し,韓 国語母語話

者か ら,あ まり使わない,不 自然であるといった意見が聞かれ る。 しかし,学 習者の立場からす

れば,ど のような表現が 自然であり,ど のような表現が不自然であるかといった判断は不可能で

ある。

こうした類義語の教育においては,そ れ らの語が実際どのように用いられ るのか,ど のような

語とともに使われるのか とい う点をあわせて指導することで,学 習者の語彙力をより向上させ る

ことが可能であると考えられる。特に本稿では,"フ}叫 。1"と"モ 刺"の 前後に現れる要素にどの

ような違いがあるのか,コ ーパス(corpus,里 号剥)を用いて分析 していきたい。

1.2.先 行研究について

韓国語の"7ト 叫01"と"暑 淵"と を中心に記述 した研究は管見の限 り見当た らない。 しか し,

語彙教育や辞典における記述,特 に,学習者に対 し提示するための示差的な語彙情報を得るため,

コーパスを利用 した類義語の研究が多く行なわれている。

副詞の教育を扱ったな週糾(2000:62)で は,類 似 した意味の副詞について,コ ーパスを用いて呼

応する成分を正確に分析することで,学 習者に明確な説明を与えることができるというコーパス

利用の利点を挙げている。また,コ ロケーションに関しては,{}晋 観(2002),尋 舎重}・な観糾(2004)

などにおいて語彙教育への積極的な活用が提唱 され,そ の指導方案も提示 されている。

以上の成果を踏まえ,個 別の類義語に関する研究が行なわれているが,`曽 舌'と`晋 暗'「す

ぐ」を扱った0ロld(2005),`入}01'と`暑 皇}'「あいだ」を扱った♀琶ぞ(2007),`6}司'と`望'

「下」を扱った舟週ぞ ・甘遇望(2007)な ど,近 年業績が増 えつつある。学習用辞典の必要性が高ま

り,そ の編纂が進む中で,こ れ ら類義語の個別的な記述が充実することは大変望ましい。本稿は,

こうした研究の流れの中で,"升 冴゜1"と"モ 刺"の 記述を試みるものである。

1.3.用 例の抽出方法

本稿で主要な資料 として用いたのは,21世 紀世宗計画において作成,提 供している 「q子 ・ヱ

音暑豊号刻1」 である。このコ.__.パスより用例を抽出したが,そ の際には 「{}σ1(Written)」コー

パスのみを調査対象とした。コーパスの規模は9,014,915文 節である。

用例抽出に際 しては,同 じく21世 紀世宗計画で提供している検索プログラム 「量智0111(司 碧)」

を用いて,`籾 レη回*',`士 そ剥*'と い う正規表現式により,用 例を検索 した5)。誤入力などを手
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作 業 で 除 外 した結 果,本 稿 で研 究対 象 とす る用 例 は"井 刀}01"が1,116例,"子 剥"が629例 で

あ る。 コー パ ス全 体 に対 す る 占有 比 率 は"升 刀}。1"がo.0124%,fGL"がo.oo70%と な って い

る。 以 下 の記 述 に お い て 提 示 され る例 文 は,特 に 断 りの な い 限 り この 用 例 を基 にす る。

さ らに本 稿 で は,補 助 資料 と してKAISTConcordanceProgram(http:〃csfive.kaist.ac.kr/kcp/

に て 公 開,7000万 文 節)も 利 用 した6)。KAISTコ ーパ ス に お け る"フ}η}°1"の 用 例 数 は6,993例,

"{}刺"の 用 例 数 は3
,726例 で あ っ た。

本 稿 で は まず,"7桝 ゜1"と"モ 刺"の 前 後 の 要 素 を検 討 して い くが,前 後 の 要 素 を抽 出 す る

際 に は,分 か ち 書 き を基 準 と して 機 械 的 に処 理 を行 っ た7)。 以 下 の(3)は,(4)の よ うに処 理 され

る:

(3)ス1毫}10翌0(≧}昇 司r9舟 テ{}2月 η フ}ηTo1秀 をλ1ヲ1週刈,週 ヌ}pli旦

な号暑 暑胡 フ1号碧暑 司昇 を糾司 銀τ斗.

(この10年 の問,北 朝鮮は陸軍を2倍 近く増強 しつつ,戦 車及び砲台補強などを通

じて機動性を大幅に強化 してきた)

(4)

～N-5 N-4 N-3 N-2 N-1 中心語 N+1 N+2 N+3 N+4 N+5～

ス1壮10廻 00} 昇邊{≧ 舟テ暑 2剛 井叫。1 恐を入1ヲ偲 刈, 週ヌ㍗ 喫 王囲 旦 を 号息..

このような方法をとることで,多 くの資料を一括 して処理することができるとい う利点がある

が,い くつか問題もある。例えば,機 械的にスペース文字を処理するため,入 力されたデータに

よって分かち書きが異なる場合,得 られる結果も異なることがある。具体的に言えば,(3)の よう

な場合,"2旧 刊"の"2"と"日 刊"の問にスペースがあれば,N-2が"2",N-1が`剛"と なる。実

際に,対 象とするデータにおいて,こ うした分かち書きのばらつきが多く見られた。 しか し本稿

では,厳 密な数値を求めるのではなく,ど のような傾向が見られるのかを優先 したため,分 かち

書きの誤 りもそのまま含めた。

1.4.本 稿 で 用 い る用 語 に つ い て

本 稿 で は,"7}η}。1"と"暑 刻"の 前後 に 現れ る 要 素 に つ い て 分 析 を 行 な う。Sinclair(1991)で

は,コ ロケ ー シ ョ ン(coUocation)を 「あ る テ ク ス トに お い て,互 い に 短 い 距 離 の 中 に 現 れ る2つ

あ る い は それ 以 上 の 語 の 出 現 」(Collocationistheoccurrenceoftwoormorewordswithina
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shortspaceofeachotherinatext)と 定義 して い る。 こ こ で は,"升 刀}01"と"モ 刺"を 基 準 と し

て,そ の 前 後 に 現 れ る語 との 共 起 関係 を コ ロケ ー シ ョン と呼 ぶ こ と にす る。 ま た,基 準 とな る

"井 η}01"と"モ 刻"を 「中心 語 」 と呼 び
,N-1やN+1の 位 置 に現 れ る語 をそ れ ぞ れ 「先 行 要 素 」,

「後 行 要 素 」 と呼ぶ 。 中心 語 と先 行 ・後 行 要 素 は,そ れ ぞ れSinclair(1991)の"node","collocate"

に あた る。

2.辞 書 にお け る"冴 叫01"と"ぞ 刻"の 記 述

ここでは,既 存の辞書において"フ 瞬 。1"と"モ 刺"が どのように記述 されているのか検討 し

てみる。まずは韓国で出版 された辞書のうち,国 立国語研究院が編纂 した 『丑{}テ6i剛 λ}組』(以

下 『豆{剴)と,延 世大学校言語清報開発研究院が編纂 した 『望刈邊号司亙起』(以下 『望刈1』)の

記述を整理してみ よう。

表1:韓 国の辞書における"升 叫01"の 意味記述

『豆歪号(判司λ困 』 『望刈 重}号◎〕λ}石』

升叫。1 [早ス月(1)魁 ス1替川刈 刃 司フ}王 骨 [ギーλ月(1)モ}刻 ◎刊.フ1司7}望 ス1讐 フ11.(2)

望司刈 銀ゼ 磐瑚呈.(2)望 碧邊 朔暑 刈呈 λ囲 セ 豊刃17}週者囲.

フ1歪皇呈 ユ 瑚司ok7L}昊 ロ図 セ (3)rフ}T/}。](しし)回 署呈 埜 。1・用 ス1舌早 日

杢}朝 三≡r.(3)ノ ・}君5斗 ・入}菅 潮 ノ・}o]ラ}・1ユ望 望ロ}9ス1錯{}斗 フ1◎刊.(4)[三F呈

妊 醤瑚呈.
`～ フ}叫oP潮 晋 呈 埜01司]`～ フ}刃 潮'

.

1副詞](1)あ る地点から距離が少し離れて (司廻)y・ 羽7潤 ロ圏 魁号.(謝 ～:

い る状 態。(2)一 定 の時 を基 準 に,そ の 時 牛馨畠 耳碍司セ 豊

に少 し及ばない状態。(3)人と人の間が親 1副詞](1)近 所 に。距離 が遠 くな く。(2)互い

密な状態。 に付 き合 う関係 が 親 し く。(3)「7}叫01(LL)'

の形で使われ]今からいくらもならない過

去 に。(4)庄 に ～7}叫01'の 形 で使 われ]～ が

ほとんど。(ある)程度にほぼ及ぶほど。(参

考)～:数 量 を表す ことば。
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博 用 フ研 金 昊。 囲 用(1)[`～ 井叫 。1'釧 著 呈 埜 。回]

[名詞]近 い と ころ。 7干ηト岳 晃 モ夙(2)・ 綱 章}フ1歪 司1円 潮

1斗叫暑 瑚三 .(ヌトロ)～:フ1歪01L昊01耳

To

[名詞](1)[`～ 升 叫01'の 形 で使 われ]近 い と

ころ。近所 。(2)ある基 準 に ほぼ達 す る程度 。

(参考)～:基 準になる場所や数量

升叫司苛叫 (1)【(斗)】 陪 】(`_斗'フい 斗U}し梱 蕗 金 (1)(⇒ 唱 モ苛 叫.(L)(叫 壱 司苛ス1讐 書

朔セ(月 翼(召暑 突 苛 セ 畳01T(判 呈 λ}R)討 苛 円1ス1t羽 τ斗.(2)(判 屯 参!暑

薯 叫)→7干 刀}。1(3). フ桝 岳 昊 州 早 ヱ スド手 看 フ1τ}。

(2)【a】 響o}糾 フ1L十 ≡}フ1じ}. (1)(-1)接近 す る。(し)(望 ま し くな い人 と)

(3)『 昇 』(一'ニ ス1相(翔 二習モ}司工斗. 親 しく過 ごす 。(2)ある もの を近 い ところ に

(1)【(斗)】 【b】(`_斗'が 現れ ない 場 合 お いて よ く楽 しむ。

は複数であることを意味することばが主

語 に来 る)→升叫 ゜1(3)。(2)【0】 好 ん だ り

楽 しむ。(3)『 北』 あ る地 点 に接 近 す る。

上の表は"升 叫01"に 関する記述であるが,副 詞 としての用法 と,名 詞 としての用法が記述 さ

れている点でほぼ同一である。『王{剤 ではひとつの見出しにまとめているが,『 望刈1』において

はそれぞれの品詞ごとに見出 しを別に立てている。 どちらの辞書においても,名 詞 として用いら

れる"升 叫゜1"について"フ}η}金 昊"「近い ところ」と解釈 してあるが,『(遍剛』はさらに"モ 刺"

も追加 している。

次は"暑 刺"の 記述である。

表2:韓 国の辞書における"モ 刻"の 意味記述
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[名詞]近 い ところ。 ≒近 隣[2]・ 近傍(01) [名詞](ある場所から)近いところ。(類義語)

近傍 ・付近

"モ刺"に ついては
,ど ちらの辞書も同様に記述 していることが分かる。"升η}°1"とは異な り,

名詞 としての用法 しか持たないことが分かる。

以上の辞書記述をまとめると,①"7}η}。1"は 名詞だけでなく副詞 としても用いられ,さ らに

②"フ}叫 γ゚'は 「ある基準にほぼ達す る程度」とい う意味,「(人間関係が)親密に,親 しく」とい

う意味も持っている。ただし③名詞 としてはどちらも 「近いところ」の意味で共通す る。すなわ

ち,"丑 湘"よ りも"井 叫01"の 方が表す意味の範囲が広いことが分かる。

日本で出版 された韓 日辞書はどうであろうか。ここでは日本語母語話者が中心とな り,目 本で

独 自に編集 された辞書2種 を取 り上げる.ま ずは油谷幸利 ・門脇誠一 ・松尾勇 ・高島淑郎(1993)

『朝鮮語辞典』を見てみよう:

(5)7}刀}01[畠i」]

1.近 く(に).(対)望 司。 ¶～ 銀セ 司秀曽 近 くにある銭湯1望 昊列 ～7}ス1叫 叫.

池に近寄るな.

2.親 しく.¶ ～ 朴判u}親 しくつきあう.

・名詞的にも用い られる.た だし主格 ・目的格 としては用いられない.¶ 。1零刈 ～

刈 磐ヱ 銀セ司三 刈呈 旦旦ヱ 叙銀テ豆.こ んなに近くに住んでいたのにお互

い知 らずにいたんですね.

(6)モ 刺[名]近 所,付 近,そ ば,あ たり,ま わり,近 辺.(類)モ 暗.¶ ユ ～LL羽 層邊 昊

゜1叫.そ のあた りは物騒な所だ ノ。1～州セ 号を司 書叫.こ の近所には工場が多い.

ここでは"フ}η}01"の 品詞を副詞 としてのみ登録 し,「名詞的にも用いられる」 と付け加 えて

いる。また 『朝鮮語辞典』の記述では,"井 冴01"と"モ 刺"に それぞれ 「近く」と 「近所」のご

とく異なった訳語をあてていることが分かる8)。

次は菅野裕臣ほか編(1988;1991)『 コスモス朝和辞典』における記述である:

(7)升 η}°1[副]近く.ス1糾 碧9升 η}01司 をヱ 銀立月η}ヱ 暑01週 司司且.(地下鉄の

駅近 くに住んでいますから,交 通が便利です.)

10s



コロケーションによる類義語の記述

(8)モ 刺[名]近 所.刃 セ 尋ヱ 可呈 丑刺列 量ヱ 銀司皇.(わたくしは学校のす ぐ近所に

住んでいます.)

『コスモス朝和辞典』においては,"フ}叫 。1"自体は空見出しとして登録 されてお り,"フ圏 τ}"

「近い」の下位項 目として記述 されている。ここでも 『朝鮮語辞典』と同様に,「近く」と 「近所」

のごとく訳が分けられている。

韓国で編纂 された辞書の記述 と比べっっ整理 してみると,『朝鮮語辞典』『コスモス朝和辞典』

のどちらも距離に関して 「近い」ことだけが取 り上げられてお り,「3時 近く」「10㎞ 近く」な

ど,基 準となる数値,分 量,時 間などに 「近い」とい う意味は見受けられない。また 「親 しく」

の意味は 『朝鮮語辞典』のみ記述 されている。また,ど ちらの辞書も"升 易。1"を名詞 として記

述することには消極的である。

以上のような辞書の記述から,名 詞 として 「近いところ」の意味で用いられる場合,"フ桝01"

と"モ 刺"が ほぼ類似 した意味を持っているといえる。本稿では副詞 としての用法も含め,総 合

的に用例を検討 していく。コーパスから得 られた資料を基に,"升 η回"と"暑 刻"が どのような

語とあわせて用いられるかとい う点に焦点を当て,考 察 してい く。

3.中 心語 の形 式

"7}叫01"と"モ 刻"の 先行 ・後行要素について具体的に見ていくに先立ち,ま ずは中心語で

ある"井 叫。1"と"モ 刺"が どのような形式で現れたかを確認 してみよう。1.3.で説明 したよう

に,機 械的にスペース文字を処理 したため,例 えば 「7}刀}。1」と 「`升η回 」,「"7桝 。1」は全て

異なる項 目となる。以下,頻 度順に上位10項 目ずつを示せば以下の通 り:

表3:中 心語の形式(上位10項 目ずっ)

形式 嫉 全体比率 累積比率 形式 搬 全体比率 累積比率

フト刀}。1 s12 72.76% ■ 一一 暑刺(¶ 161 25.60% 一冒 一

升η}。回1 51 4.57% 77.33% L 111 17.65% 43.24%

升叫。囚 42 3.76% 81.09% モ刺 104 16.53% 59.78%

井叫。1呈 25 2.24% 83.33% モ}刺司囚 83 13.20% 72.97%

井 η}。1司囚 24 2.15% 85.48% 暑朝暑 29 4.61% 77.58%

井叫・1叫ス1 2ユ 1.88% 87.37% 暑潮呈 19 3.02% 80.60%
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フ}叫。1叫 20 1.79% 89.ユ6% 暑剥・川セ 17 2.70% 83.31%

7}刀回 セ 16 1.43% 90.59% モ痢 叫ス1 1s 2.07% 85.37%

フ}η}。1き図 12 1.08% 91.67% モ潮明1三 1s 2.07% 87.44%

フ}刀回 暑 10 0.90% 92.56% モ淵耳 6 0.95% 88.39%

(フ1碍) 83 7.44% 100.00% (フ1ぢD 73 11.61% 100.00%

上 の 表 を見 れ ば分 か る よ うに,"升 η}。1"は 助 詞 が 全 くっ か ず に現 れ る場 合 が 最 も多 く,"升 刀}

°1"全 体 の70%以 上 を 占 め て い る。 これ とは 異 な り,"暑 湘"は 助 詞`一 司'「 … に」 がつ い た`L

刻(引'が 多 く,次 い で`一 潮'「 … の 」 が つ い た`暑 刺 到'9),そ して助 詞 の な い`暑 淵'ま で合

わ せ て 用 例 全 体 の 半 数 を 占 め る。

上 の 表 に`叫 叫 ゜1掛ス1と い う項 目が見 え る。 こ の よ うに`苛uγ が 中 心語 自体 に含 まれ て い

る項 目は,こ の ほか に`井 η回 糾 ヱ'瀕 度 は5。 以 下 カ ッ コ内 の 数 字 は頻 度 を示 す も の で あ る),

`フ}-z7}01邊'(3)
,`フ}z7}01胡 刈 モ三'(3),`フ レη}o㌃きレモ∋'(2),`フ ト刀㍗o}司一蔦旦ノ日玉三'(2),`ブ ト刀}o㌃ぎレぐ月'

(2)な どが 現 れ た 。 中心 語 自体 が`苛 τ}'を 含 む こ の よ うな例 は,合 計 で43例,ま たN+1の 位 置

にcO}`1-'が 来 る場 合は47例 あ っ た 。 あ わせ てgo例 が 用 言`井 刀}。1掛u}'の 例 とい うこ とに な

る。"井 叫 ゜1"の 用 例 中,約8%を 占め て い る。2.で 確 認 した辞 書 の記 述 で は,`フ}叫01苛 τ}'を

ひ とつ の 用 言 と して 扱 っ てお り,本 稿 で も別 に扱 う必 要 性 が あ ろ うが,ひ とまず こ こで は そ の ま

ま 残 してお く。

と こ ろで,2.で と りあ げ た辞 書 記述 の うち,(5)で は"フ}叫 ゜1"に つ い て名 詞 的 に も用 い られ る

が 主 格 ・目的 格 と して は用 い られ な い と説 明 して い る。 しか し,今 回検 索 に よっ て得 られ た 資料

の なか に は,以 下 の よ うな 例 が 見 られ た:

(9)日1署 一剤 呈ノ・}611τごト旦 只ユo}al-,一ヱ 叫 ノ理360%フ ㌃z7}01フ}を(召(川L豊 杢]暑 梁 こiユ

L
」'ytL誤.

(非公 式調 査 に よれ ば,こ の学 校 の学 生 の うち60%近 くが起 業 に大 き な 関 心 を もっ て

い る との こ と)

(10)a.フ 瞬 。1暑 旦 セ セ 剋 社 望 司 暑 旦 セ セ 剋刈 嶺}暑 碧 千 叡 ヱ,[..1

(近 くを見 る 目な の か,遠 く を見 る 目な の か 見 分 け る こ とが で きず …)

b.王 セ 午 週7瞬 。1。梱 入ト暮糾 ス1吐 胡 刃 フ瞬 。匿 薯 司 フ}LL摂 三 銀 τ干.

(また は水 面 近 くで使 用 す るが,海 底 近 くを流 れ て い く もの も あ る)
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このような用例の存在を考えれば,"フ}叫 。1"が主格 ・目的格 としては用いられないという記述は

正 しいとはいえないだろ う。

さて,上 の表によれば,中 心語につくことのできる助詞にはこれ といった制約がなく,そ の点

では"フ}叫01"と"モ 刻"に 違いがないと言える。唯一違いといえば,"フ}叫oγ'に おいて助詞の

ない用例が非常に多 く見られ るとい う点であろう。

次は"フ}叫 ゜1"と"モ 刺"の 先行 ・後行要素について検討 してみる。

4."フ 按}○γ'と"モ 湘"の 先行 ・後行 要 素

4.1.N-1の 位置に現れる先行要素

"7}η}01"と"そ 刻"の 直前に来る単語
,す なわちN-1の 位置に来る単語について見てみよう。

ここではN-1の 位置に指示冠形詞が来る場合と,地 名など固有名詞が来る場合を検討する。

4.1.1.N-1に 指 示 冠 形 詞 が来 る場 合

N-1の 位 置 に`°1(こ の),ユ(そ の),刈(あ の)'と い った 指 示 冠 形 詞 が 来 る こ とが あ るか,と い

う点 に お い て,"フ}叫 。1"と"暑 刻"に 違 い が 見 られ た。 ま ず は 以 下 の例 を見 て み よ う:

(11)a.。}暑 淵 司1ゼ 斗(穀7切1フ}ユ 唱 珊 司1叡 銀 皇 月 刀}."

(この 近 くに は 果 物 屋 が そ の店 しか な か っ た か ら)

b.≡ 召 ≦i1◎110}z1玉三 と二重1暑01{薯{}ロi三,ユ モZラ印o刊τ斗モ≡L}暑 フnロ1暑01農 ≧011言oq卜

銀 亡トモ∋唄 暑 望 ぐワ干dl〕斗.

(家 の 中 に ま だ分 捕 り品 が 多 い とき は,そ の 近 くに他 の ア リが 多 く残 って い る とい

う こ とが 分 か る)

(11)のように,"{≡ 剥"は その直前に指示冠形詞が来ることができる。"モ刻"の 用例のうち,N-1

の位置に指示冠形詞がある例は49例 あった。"暑 淵"の 用例全体に対する比率は7.79%で ある。

10%に 満たない数値であるが,"7}叫 ゜1"の 場合と比べてみると,大 きな意味を持って くる。"フ}

η回"の 直前に指示冠形詞が来る例は,以 下に示す例ひ とつ しかなかったためである:

(12)岡01蓋 立 週 蓋 暑 午 尋 剛♀LL入}菅 薯 ユ フ}η}。1刀}ス1叫叫 暑 ヨ}7ト旨 誤 。1叫.
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刻列 銀告L1叫"と する方がより妥当であるとい う結論を得ることになる。また(1)に見られる教

科書の本文G{Llフ}η}° 回1銀 告月身"「新村の近 くにあります」とい う文は,む しろ"忍 善 モ

ヌ例 銀告月Uγ'と いう表現の方がより良い ということができるだろう。

4.1.3.N-1に 数詞あるいは名数詞が来る場合

表2で 各辞書における"フ}η}°1"の意味記述を確認 したが,そ のなかに 「ある基準にほぼ達す

る程度」といった記述があった。再び提示すれば以下の通 り:

(15)a.望 男 邊 剛 暑71{}立 呈 ユ 瑚 司1舛 そ}昊 ロ図 セ 甘 瑚 呈.(『 王{}』)

b.01u1重}フ1{≡}0117191τ 斗τ非暑 フ暮玉三.1(o㍗ モ1)フ0玉 三◎117191ロ1肇 ⊇pt}吾.(『 望 刈1』)

『(調1』ではさらに詳 しく,"升 叫01"の 先行要素を 「数量を表すことば」と説明している。ま

た 『王{鋼 では 「一定の時を基準に」としてお り,例 文も"フ}叫 。1"の先行要素にTλ 匿'「2

時間」,`旦暑'「半月」,`叫喜'「40歳 」など時 と関連 した語のみが挙げられている。一方 『望刈U

ではそのような制限がなく,用 例も`牛 幸豆潮 墾月}'「手数料の半分」など時間とは関係のない

ものが提示 されている。

このような,い わば 「近似性」とでも呼ぶべき意味は,"モ 淵"に は見 られないものである。

そのため,"フ桝 ゜1"のみに見られるN-1位 置の語として,数 詞あるいは`望'「 年」,`入1そ}'「時

間」,`司 日'「 メー トル」などの名数詞(単位性不完全名詞)が挙げられる。

(16)a.L..184遇 ≦身24く 尋 量 已1011日1き月2旧 迎 フトη}01L,+,7.

(84年 の24億 ドル に比 べ2倍 近 く増 え た)

b.引 叫暑01㌻ き戴フ1ロpT-611そ1ズi}≡ ξ剋9150%フ}一 刀}01ブト≡号香01司 一≦月 司曹董弩01亡}.

(就学 率 が 低 か っ た た め,国 民 全 体 の50%近 くが 小 卒 以 下 の 学歴 で あ る)

(16)は,"フ}η}01"のN-1位 置における先行要素として 「数詞+名 数詞」が現れた例である。『丑

歪』の記述 とは異な り,N-1に 来るのは時聞を表すことばだけでないことが分かる。N-1に 来る

のは,分 かち書きにより異なるが,数 詞+名 詞,単 位を表す名数詞11),時 間や分量を表す語など

である。以上のような用例は全部で252例 あり,"フ}刀}01"の 用例中に占める割合は22.58%で あ

った。
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"モ刈"に おいても
,N-1の 位置に数詞あるいは単位を表す名数詞が来た用例が,全 体で4例

のみ見 られた。頻度でも"井 叫゜1"の それ とは違いがあるが,"モ 剥"の 先行要素に来る数詞(+

名数詞)は,ど れも具体的な位置を指 し示すものであるとい う点が特徴である:

(17)a.01工 羽司 相{≧ 甘 尋 ≦≡L且・♀1玉三20L三 モ}刺(翔 ♀1ヌ1者レこi1虫又モ三日1,[..]

(この 大 赤 斑 は,南 に緯 度20度 近 く に位 置 して お り)

b.`可 司 司'5LL舌 閣 州 刈4000望 呈 ロ1日 モ}刺暑 暑 斗 司一司 豊 斉 苛 飯 ヱ,`舌 闇'

4.QLI...]

(マ リナ ー5号 は金 星 か ら4000キ ロ メー トル 近 くを通 過 して 観 測 し,金 星4号 は

…)

以上の例においては,「緯度20度 近 く」「(金星から)4000キ ロメー トル近 く」と訳す以外にも,

「緯度20度 付近」「4000キ ロメー トル付近」などと訳すことも可能であり,い ずれも近似値では

なく,具 体的に位置を指 し示 していることが分かる。

これ らの用例から,基 準となる数量,分 量,期 間などにほぼ達する程度,と い う意味での 「近

く」は,韓 国語では"モ 淵"は 使えない。"モ 刺"の 前に来る語が仮 に数詞などであるとしても,

それは近似の基準値ではなく,具 体的な位置を示す語 ということになる12)。

4.1.4.N-1に 副詞が来る場 合

N-1の 位置に副詞が来るか どうか とい う点においても,"冴 叫01"と"暑 湘"で 差異が見られた。

uフP呂 ・ヱ閣モ(1985;1993:274-275)に よれば,副 詞語は名詞を修飾することもあ り,そ ういった

副詞語は,数 量や程度または位置を限定するものであるとい う。副詞語は他の副詞語を修飾する

こともあるため,"升 叫Oγ'と"モ 淵"に 副詞語が先行 し,修飾す ることも当然可能であるだろう。

では,例 えば 「もっと近 く」「す ぐ近 く」のような表現は,韓 国語では"冴 η}01"と"モ 剥"の ど

ちらが多 く使われ るのだろうか。

ここで"叫 叫。1"と"モ 淵"のN-1に 来る副詞(成分副詞 ・文副詞のどちらも含む)について調

べてみると,"7}η}°1"で146例,"{≡ 刺"で は17例 であった。それぞれの用例全体に占める割

合は,"升 刀}。1"が13.08%,"子 淵"が2.70%と なる。単純に数値だけで見ても,副 詞の先行に

おいて違いが見 られる。なかでも,`司'「 より,も っと」など,程 度を表す副詞の出現において

顕著な差が見 られた。
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(18)a.召 号 ユLLヨ 三 叫入1金t膳 閣{}フP曾 フ}ηト・囚 旦料司LL牛 墾 翌を司

望噌倒翔 宅 唄01τ斗.

(結局彼は,再 び金大統領を最も近くで補佐する随行室長に任命されることになっ

たのである)

b.舌 噌三 謝磐司ip司 フ}叫01alフ1朔{}州 司早 些囚羽ゑτ斗.

(金星も太陽にもう少 し近 くあるため,熱 くなりすぎた)

c.苛 奇唱。1(遭司 相暑 叫旦 フ}η}。1蝕フ1剛q}司1ユ 唾 を{}暑(暑 フ1唾 司週 ・腱

碧胡升 暑01身 鼠1斗.

(下宿が延大正門のすぐ近くだったため,た だ窓を開けさえすれば辛い臭いが押 し

寄せた)

(18)で は それ ぞれ`フ}を'(最 も),`司;`叫 呈'(す ぐ)と い っ た 副詞 が 現 れ て お り,い ず れ も"フ}

刀}01"を 修 飾 して い る。(18b)に お け る"7}η}01"は 副 詞 と見 られ るが,(18c)で は指 定 詞 に先 行

してお り,完 全 に名 詞 とい え る だ ろ う。 こ の よ うに,"フ}叫 ゜1"は 程 度 を表 す 副 詞 との 共 起 に制 約

は 見 られ な い よ うで あ る が,"モ 刻"は 異 な る。 以 下 は"暑 司"の 場 合 の用 例 で あ る:

(19)a.叫 呈 モ}淵州a1L」ytL月 早 立 旦 フ}91刈1手 モ 叫 テ鰹}dl1碧 司 慰 司 豆.

(す ぐ近 くに あ るデュ ブ ー ル 家 の賃 貸 しす る厩 に入 れ て お き ま した)

b.1斗 三 ユ レ1910}手 暑 ヌ1剛刈 看01号 銀 τ斗.

(私 も彼 女 のす ぐ近 くで 眠 った)

"モ 湘"の 用 例 中
,N-1の 位 置 に程 度 を表 す 副 詞 が 来 た用 例 は(19)の2例 だ け で あ る。一 方,"フ}

叫 ゜1"に 先 行 す る 副 詞 と し て は`司'(23例 。 以 下 カ ッ コ 内 は 用 例 数 》,`7謄'

(16),`香 τ牢(10),`司 早'(8),`o}・ 手'(8),`司 辛'(4),`叫 碍'(4),`尋 召'(4)な ど が

あ っ た。

しか し,"モ 淵"に 程 度 を表 す 副 詞 が先 行 す る こ とが ほ とん どな い か とい え ば,実 際 に は そ う

と もい え な い。 会 話 に お い て(19a)の よ うな 「叫 呈 モ 刻」 とい う表 現 が使 わ れ る こ とも あ る。 こ

の`叫 呈'に つ い て は,KAISTコ ー パ ス に お い て"{列"に 先 行 す る例 が10例,比 率 に して027%

見 られ た 。"升 η}01"に 先 行 す る`叫 呈'の 例 は20例 で,用 例 に 占 め る割 合 は0.29%と,"暑 刻"

の 場 合 と ほ とん ど変 わ らない 。 た だ し,`司 暑 ヌ干 の例 に 関 して はKAISTコ ー パ ス にお い て も
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存在せず,や はり副詞の修飾 という点について,"モ 刻"に 一定の制約があるのは確かなようであ

る。

4.2.N+1の 位置に現れる後行要素

次に,"フ桝 。1"と"モ 刻"の 直後,N+1に 現れる要素について検討 してみる。ここでは,N+1

あるいは中心語 自体に用言を含む場合を見てみよう。中心語 との統辞的関係 という点から言えば,

N+1の 位置よりも後ろに用言の現れる場合もあろうが,こ こでは便宜上,N+1位 置のみ対象 と

した。以下,頻 度10以 上の項 目を示せば以下の通 り:

表4:N+1に 現れた用言(頻度10以 上)

升 η}。1 頻度 比率 暑刈 頻度 比率

皇 〕斗 99 8.87% 銀叫 4$ 7.63%

丹身 95 $.51% 井叫 21 3.34%

苛叫 90 8.06%
一。1叫

10 1.59%

郎叫 89 7.97% 雪叫 10 1.59%

司叫 47 4.21%

τ}フレ ㍗叫 34 3.05%

ス糊 叫 24 2.15%

碧モ苛叫 20 1.79%

叫フ囚 身 17 1.52%

磐叫 13 1.16%

T"f 11 0.99%

鍛叫 10 0.90%

その他用言 335 30.02% その他用言 124 19.71%

非用言 232 20.79% 非用言 416 66.14%

合計 1116 100.00% 合計 629 100.00%

この表で,ま ず何 よりも大きな違いは,「非用言」の用例数である。"井叫。1"においては,N+1

位置に用言が現れた例が,全 用例の80%程 度を占めるのに対 し,"モ 刻"で は用言以外の場合が

圧倒的に多く,約66%と なっている。このことは"フ}叫01"が 副詞 としてより多 く用いられてい
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ることを示 しているといえよう。本稿では中心語の直後だけを提示したため,実際には"7}η}01",

"暑ヌ→"とむすびつく用言の数はこれよりもさらに多いと思われる
。ただし3.で見たように,"モ 刈"

の場合は`モヌ糊'の ごとく後ろに名詞が予想される用例が少なくとも2割 近 く存在する13)ため,

後行要素が 「非用言」の用例は,や は り"丑 ヌ釦"の 方が多い と考えられるだろう。この点に関し

て,よ り詳細な検討が必要である。

さて,ど ちらの中心語においても,N+1に 来る用言 として多いのは`銀uγ 「ある」,`7}L}'

「行く」,`皇u}'「来る」1ののような,存 在や移動を表す用言である。`量叫'「住む,暮 らす」,`獣叫'

「座る」なども,存 在を表す用言 とみなせるだろ う。

"井叫゜1"の 上位項目に`坤 斗'「なる」
,`ス 囲 〕斗'「過 ごす」がある。いずれも"モ 刻"の 用

例には見出せない。`坤 牢 の用例は,そ の全てがN-1位 置に数詞あるいは単位 を表す名数詞が

来るものである。例えば以下のような例がある:

(20)o}手 子 司 そユ暑01(>iス町6ロ1司 フ}・η}01L蓋015艮 τ}.

(ひ ど く 旧式 の 建 物 で,6メ ー トル ほ ど に な る高 さで あ っ た)

これ は4.1.3.で 述 べ た よ うに,基 準 とな る数 量 や 時 間 に 「近 い 」 とい う意 味 は,"フ}η}01"の み

が 表 せ る。 そ の た め,"暑 朝"に`肩 亡ド が後 行 す る用 例 が 見 え な い わ け で あ る。

ま た`ス 剛uγ の 出 現 は,"7}叫01"と"モ 刺"の 意 味 的 な 違 い に よ る もの で あ る。2.の 表1で

既 存 の 辞 書 に お け る記 述 を整 理 した が,"7}叫 。1"の 副詞 と して の 用 法 に,「 親 し く」,「付 き合 い

の 間 が親 密 に 」 な ど とい っ た意 味 記 述 が あ っ た。後 行 す る用 言 が`ス1司 叫'の 場 合,"フ}η}01"は

全 て 「親 しく」 「親 密 に 」 とい っ た意 味 が 実 現 され る:

(21)a.A列 ・早早ゼ7}η}01ス1t肚 ∋B列 早早暑 碧碧 剤λ}捌 室司糾銀叫.

(Aさ ん夫婦は,親 しくつきあうBさ ん夫婦を昼食 に招待 した)

b.署 手 想暑斗 豊毅望 ゜TLλ 博 暑斗 フ}η回 ス圖 勾 讐鍛吐 壱。1叫.

(光州の生活 と違ったのは,周 りの人々と親 しく過 ごさなかったとい う点である)

こ の よ うな`ス1司u}'の 例 は,(21b)の ご と く,付 き合 う相 手 を示 す 名 詞 が,N・1の 位 置 に助 詞

一̀斗1コ}'を と もな って 現 れ る こ とが 多 い15)
。

以 上,N+1の 位 置 に現 れ る用 言 に つ い て,そ の 特徴 を整 理 して きた 。"7}η}°1"で は 直 後 に 用
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言が後行する用例が大部分であったのに対 し,"そ刈"で は非用言が後行する用例が多 く見 られた。

本稿では中心語の直後に範囲を限定したため,真 の意味で 「``升叫01","モ 淵"と ともに用いられ

る要素」 とは言いがたい。今後はN+2以 降の要素も含め,さ らに詳しく検討 してみるべきであ

る。

5.ま とめ

本稿では,「近く」「近所」のごとく類似 した意味を持っ韓国語の"フ}叫 ゜1"と"モ 刻"に つい

て,コ ーパスから得 られた用例を基に,そ の先行要素と後行要素を中心に分析 した。最後に,本

稿で指摘 した事柄 と今後の課題を整理 しておく。

まず中心語の形式について,"冴 叫01"は 助詞なしで用いられることが非常に多 く,全 体の用

例の7割 を超えた。一方"モ 肉"が 単独で使われることはさほど多くなく,用 例全体の16%程 度

である。"モ 刺"に おいては`モ 刈剛',`モ 淵潮'と いった形式が最も多く見 られた。

次に,中 心語の直前,N-1の 位置に現れる要素を分析 した。コーパスに現れた用例か ら,①`司,

ユ,刈'な どの指示冠形詞が先行する場合,② 場所を表す固有名詞が先行する場合,③`司'な

ど程度を表す副詞が先行する場合は,"升 叫oγ'よ りも"モ 刈"を 使 う方がより適当であるといえ

る。また辞書の記述にあるよ うに,④N-1に 数詞あるいは名数詞が来て 「基準となる数量や期間

にほぼ達する程度」 とい う 「近似性」の意味を表す場合は,"井 叫Oγ'の み可能である。"モ 刻"

の直前に数詞や名数詞が来ても,そ れは具体的な位置を指 し示す語 として扱われる。

"井叫01"
,"暑 淵"に 後行する用言は,高 頻度の項目については"フ 捗}oγ'と"暑 刻"で 大き

な差は見 られないが,`月 τ}'や`刃 司u}'な ど,"冴 叫゜1"の みに見られるものもあった。特徴

的なのは,"升 叫。1"では用言が後行する例が全体の80%程 度 を占めたのに対 し,"モ 淵"の 例で

は非用言が後行する例が多く見られた点である。"井叫。1"は副詞 として用いられる傾向が強いこ

とがうかがえる。

一方今後の課題であるが
,本 稿では個別的な特徴の指摘にとどま り,よ り一般的な意味の違い

の記述には至 らなかった。現時点では,資 料の提供といった次元にとどまっている。N-1やN+1

の位置に現れる語 とい う機械的な処理だけでなく,統 辞的関係を踏まえた先行 ・後行要素のさら

なる詳細な分析が必要であろ う。特に先行する名詞などを精密に分析 していくことで,"7}叫 ゜1"

と"モ 淵"の 意味的な違いをとらえる端緒が得 られるのではないかと考える。

また,語 彙教育の観点からは,本 稿で行なったような分析結果を,学 習者にどのようにして伝

えていくかという点が挙げられる。具体的には,考 察の結果を辞書の記述にどのように反映させ
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るか,さ らに検討 していきたい。

註

1「 縁 語 関係 」 「連 語 関係 」 な ど ともい う。Firth(1957)に お け る用 語 で あ る。 韓 国の研 究 にお い て は

"望 司邊 刃1(連語 關係)"な どと呼 ばれ る
。 「コ ロケー シ ョン」 をは じめ,本 稿で 用 い る用語 につ い て は

1.4.を 参 照。

2長 谷川 由起子 ・李 秀 艮(2006)の 巻 末資 料 に よれ ば
,日 本 で広 く用 い られ て い る韓 国 語教 材15種 の う

ち,"升 叫 ゜1"は5種"モ 刺"は13種 の教 材 に現れ て い る。 また韓 国 の国 立国語 院(国 立 国語研 究

院が2004年11月 に改称 した もの)が公 開 してい る 「現 代 国語使 用頻 度調 査 」(週司テ 司 入}暑 剋王i

λ㍗)の結 果 に よれ ば,全 体 で58,437項 目の うち,頻 度順 では"モ 刻"が1,151位,"升 刀}°1(副詞)"が

1,659位,"井 刀}°1(名詞)"が3,560位 とな って い る。

3以 下 ,例 文 を示 す際 に,日 本語 訳 を()に 入 れ て示 す こ ととす る。

4な お生 越 直樹 ・曹 喜撤(2000)の 「教 師用解 説 書」 に よれ ば,(2b)の 解 答 と して"モ}刺"を 使 った文 の

み が 提示 され てい る。

5こ こで`磯'(ア ス タ リス ク)を前 後 に挿 入 して あ るの は,"`升 叫01苛 フ1剋"の よ うに文節 の前 に記 号

がつ い てい た り,検 索 対象 自体 に助詞 が つ い てい る用 例 を検 索す るた めで あ る。

6た だ し,KAISTコ ーパ スにお い ては 前方 一致 検索 の み可能 で あ って,注(5)で 言 及 した よ うな,検 索

対 象 の前 に記 号 がつ い てい る例 や,あ るい は分 か ち書 きが され てい な い例 につ い て は検索 で き なか

った。

7こ こで はPerlを 用 い て
,ス ペ ー ス文字 を基 準 に中心 語 の前 後4文 節 まで を文節 ご とに切 り出 した。

8し か し,日 本 語 の辞書 に おい て,「 近 く」 は 「近 い ところ。近辺 。」,「近所 」は 「近 い とこ ろ。近 辺。

付 近。」 の ご とく記述 され てお り(『日本 国語 大辞典 第 二版』小 学館 に よる),訳 語 と して の 「近 く」

「近 所 」が これ らの語 の弁別 に どれ ほ ど有 用 か,計 りかね る。

9"井 η}01"の 場 合,助 詞`一 潮'の っ いた`升 叫o倒'は3例 しか 見 られ なか った。 用例 数 か ら見れ

ば"モ 剥"と 大 きな違 い を 見せ てい るが,こ れ は"叫 η}oγ'が 形容 詞`フ 階u}'か ら派 生 した た め

で あ ろ う。体言 を修 飾す る場合,形 容詞`フ}脅 亡ド の連 体形`フ 汐 ト岳'を 用 いれ ば よい た めで あ る。

資料 に現れ た,`叫 η回 釧'の 例 を提 示 すれ ば以 下 の通 り:

(例)早 丑 弔音 叫 セ α1ス}セ 膚 井 叫01到 潮 ス同 曽 起司 鉄可 銀銀 ヱ,舌 潮后 遇 司叫 セ を フ國
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辺 潮ス回1且 壷 昊01司 日ヱ 銀 銀叫.(耳さら う女 は壁 の近 くの 椅 子 に し とや か に座 っ て お り,少 し

大 胆 な女 は 窓際 の長 椅 子に見せ つ ける よ うにふ ん ぞ り返 って い た)

10な お ,KAISTコ ー パ スの検 索 結果 にお い て も,"升 η}01"の 用 例6,993例 の うち,指 示冠 形詞 が 先

行す るの は6例 のみ で,"フ}η}。1"の 全用 例 に対 す る比 率 は約o.09%で あっ た。"モ 刻"に 指示 冠 形

詞 が先 行 す る例 は3,726例 の うち359例,比 率 に して9.63%で あ った。

11こ の よ うな場 合 には ,N-2の 位 置 に数 詞 が来 る こ とにな る。

12こ う した違 い は,"モ 刻"が 漢 字語 で あ るの に対 し,"升 叫 。1"は 固有 語 で ある とい うこ と と関係 し

てい る と見 られ る。

13表3で 示 した 中心 語 の形 式 の うち,`ぞ 刻 潮'の 例 は111例 で17.65%存 在 す る。 また`暑 刻'の ご

と く助 詞 が ない形 式 も,後 行 す る名詞 を修飾 す る と予想 され る。 この2つ の項 目を合 わせれ ば,3

割程 度 は 「非 用 言 」の 用例 とみ なす こ とが で き る。

14な お
,"モ 刈"の 用 例 中,N+1の 位 置 に`皇 叫'が 現 れ た例 は8例 で あ る。

15本 稿 の 資料 にお いて は ,N+1に`ス1朗 τ}'が 現 れ た用 例24例 の うち,9例 が該 当す る。
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